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三菱地所株式会社は、丸の内エリア（大手町・丸の内・有楽町エリア）全体をプラットフォームと捉

え、テナント個社単独では実現しにくい取り組みをエリア全体で提供する「まちまるごとワークプレイ

ス」構想を推進し、イノベーションが生まれ続けるエコシステムの形成に、まち全体で取り組んでおり

ます。その一環として、米国・スタンフォード大学発のスタートアップ企業で空間伝送型ワイヤレス給電

ソリューション「AirPlug™」を提供するエイターリンク株式会社（東京都千代田区、代表取締役：岩佐 凌 

氏）に、このほど出資※1いたしました。※1出資額は非公表 

また、「AirPlug™」を活用した空調制御を検証すべく、9月10日より「常盤橋タワー」（東京都千代田区

大手町）にて実証を開始しました。今後、三菱地所が保有するロンドンのオフィスビルなど、国内外の

様々な環境で空間のデータ可視化や空調の自動制御などの検証を進め、スマートビル並びにスマートシテ

ィの実現を目指してまいります。 

 

ワイヤレス給電（マイクロ波方式）は、電源ケーブルや電池を使用せず、長距離に電力を空間伝送する

技術で、既にファクトリーオートメーション用途※2などで実用化されています。同技術を活用することで、

オフィスやホテルでの環境センサー等の設置時に配線工事が不要となり、工事費や資材を削減できるほか、

センサーの配置自由度の向上や電池交換の工数削減などが期待できます。※2 ファクトリーオートメーション：ワ

イヤレス給電で工場内センサーの配線・電池を不要にし、断線リスクの低減およびメンテナンスフリー化に寄与 

 

出資に先立ち、三菱地所とエイターリンクは、2022 年 4 月～2023年 3月に大手町ビルのイノベーシ

ョン施設「Inspired.Lab」内において実証実験を実施しました。ダクトレールに送信機を設置し、机の裏

に取り付けた小型温度センサーへのワイヤレス給電を行い、取得したデータを空調機と連携させる有用性

の検証を行いました。レイアウト変更が多いフリーアドレスオフィスでも配線工事なしにセンサーを追加

できるなど有用性を確認できたことから、同技術の活用深化に向けた実証拡大・連携強化を目的として、

出資を決定しております。 

 

なお、今後は入退室情報や位置情報、広告配信サービス等との連携も視野に入れ、新たなオフィスサー

ビスや来街者サービス、効率的なビル管理への展開を図るなど、ビルマネジメント領域における新たな価

値の創出を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ワイヤレス給電」のエイターリンクに出資 

常盤橋タワーで実証実験を開始 
空間のデータ可視化や空調の自動制御など スマートビルを実現 

 
 

▲Inspired.Lab」での実証実験の様子 
▲イノベーション施設「Inspired.Lab」 



■エイターリンクの空間伝送型ワイヤレス給電ソリューション「AirPlugTM」について           

「AirPlugTM」は、ワイヤレス給電空間を構築し、その空間内にある様々なセンサーを電源ケーブルや

電池無しで稼働させ、取得したデータをアプリケーションやサービスに活用することができるソリュー

ションです。マイクロ波方式を採用し、天井などに設置した送信機から最大約 17m 離れたセンサーへ

ワイヤレスで給電が可能です。 

【空調機を制御することによる主な効果】 

・デスクに配置したセンサーにより、温湿度など人の近くの環境データを取得、データを元に空 

 調機を自動制御することで、利用者の快適性向上のほか、電気代を従来比で最大 20%程度削減 

・センサーは配線工事や電池交換が不要で、メンテナンスコストを大幅に削減 

・送信機 1 台から複数のセンサーに同時給電ができ、レイアウト変更が多いオフィスでも柔軟な 

 運用が可能 

・配線のない空間の実現で、オフィスワーカーの利便性や快適性が向上 

 

■エイターリンク 会社概要                                

事 業 概 要：空間伝送型ワイヤレス給電ソリューション「AirPlug™」の研究開発・販売および関連 

      サービスの提供 

設 立 年 月：2020年 8月 

代 表 者：岩佐 凌（代表取締役 CEO）氏、田邉 勇二（取締役 CTO）氏 

本社所在地：〒100‑0005 東京都千代田区丸の内 2‑5‑2 三菱ビル 13階  

※三菱地所のエイターリンクへの出資額は非公表 

 

以 上 

 

  



＜「まちまるごとワークプレイス」構想とは＞ 

丸の内エリアの特性の一つは、135 年以上にわたるまちづくりを通じてお客様や様々なステークホ

ルダーと共に築き上げてきた「利便性と集積」です。その特性を踏まえ、テナント企業が自社オフィ

スだけでは実現できないことや、個社単独の取り組みでは実現しにくいことを「まちまるごと」でサポート、

エリア全体がプラットフォームとして機能することで、働き方の質や効率を高めます。 

始動リリース： https://www.mec.co.jp/news/detail/2025/05/22_mec2500522_machi 

 

＜まちまるごと実証実験 by TMIP とは＞ 

上記の構想に基づき、TMIP がコーディネートのもと、丸の内エリアが有するアセットを活用し、複数

業の共創による実証実験によって共創プロジェクトを加速させる取り組みです。始動リリース： 

https://www.tmip.jp/ja/report/12089 

Tokyo Marunouchi Innovation Platform（TMIP）：https://www.tmip.jp/ja/ 

 

▲まちまるごとワークプレイスのイメージ 

 

▲まちまるごと実証実験 by TMIP 

https://www.mec.co.jp/news/detail/2025/05/22_mec2500522_machi
https://www.tmip.jp/ja/report/12089
https://www.tmip.jp/ja/

